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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第71期

第１四半期累計期間
第72期

第１四半期累計期間
第71期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 5,547,721 5,802,294 21,653,772

経常利益 (千円) 564,667 487,943 1,817,128

四半期(当期)純利益 (千円) 344,054 291,185 1,066,226

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,160,655 1,160,655 1,160,655

発行済株式総数 (株) 8,832,311 8,832,311 8,832,311

純資産額 (千円) 17,289,548 17,974,131 17,856,948

総資産額 (千円) 19,976,460 20,633,780 20,962,899

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 39.17 33.16 121.40

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 40.00

自己資本比率 (％) 86.5 87.1 85.2

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移に

ついては、記載しておりません。

２　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社の重要性が乏しいため記載を省略しております。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災の影響による経済活動の停滞や電力供

給の問題など懸念すべき問題も多く、日本経済の先行きは不透明感が強まり、情勢を見極めることが困難

な状況で推移しました。

食品業界におきましては、消費者の節約志向に伴う価格競争の激化に加え、原料価格の高騰など厳しい

経営環境が継続しております。

このような状況の中で、当第1四半期累計期間の売上高は5,802百万円（前年同期比4.6％増）、営業利

益は450百万円（前年同期比14.4％減）、経常利益は487百万円（前年同期比13.6％減）、四半期純利益は

291百万円（前年同期比15.4％減）となりました。

セグメント別では、液体調味食品部門は、うなぎのシラスの不漁に伴いうなぎのたれの売上が大きく減

少し、売上高は734百万円（前年同期比22.4％減）、セグメント利益は75百万円（前年同期比40.1％減）

となりました。

粉粒体食品部門は、顆粒製品の受託が順調に推移し、機能性食品の受託も順調に推移したため、売上高

は1,324百万円（前年同期比10.3％増）、セグメント利益は103百万円（前年同期比14.4％減）となりま

した。

チルド食品部門は、受託が低調に推移したため、売上高は955百万円（前年同期比8.2％減）、セグメン

ト利益は111百万円（前年同期比36.5％減）となりました。

即席麺部門は、カップ麺が順調に推移し、売上高は1,981百万円（前年同期比17.8％増）、セグメント利

益は150百万円（前年同期比60.4％増）となりました。

その他は、水産物の水揚げが堅調に推移し、売上高は806百万円（前年同期比19.2％増）、セグメント利
益は9百万円（前年同期比6.9％減）となりました。

　

(2)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(3)研究開発活動

当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は、42百万円であります。

なお、当第１四半期累計期間において当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 35,000,000

計 35,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,832,311 8,832,311

東京証券取引所
　市場第二部
名古屋証券取引所
　市場第二部

単元株式数は100株でありま
す。

計 8,832,311 8,832,311― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年６月30日 ― 8,832 ― 1,160,655 ― 1,160,652
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成23年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

(平成23年３月31日現在)

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　 50,100

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式8,770,800 87,708 ―

単元未満株式 普通株式 　11,411 ― ―

発行済株式総数 8,832,311― ―

総株主の議決権 ― 87,708 ―

　

② 【自己株式等】

(平成23年３月31日現在)

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式）
ユタカフーズ株式会社

愛知県知多郡武豊町
字川脇34番地の１

50,100― 50,100 0.6

計 ― 50,100― 50,100 0.6

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成23年４月１日から

平成23年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)に係る四

半期財務諸表について、名古屋監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第５条第２

項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見

て、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度

に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 0.8％

売上高基準 0.7％

利益基準 1.1％

利益剰余金基準 0.1％

※会社間項目の消去後の数値により算出しております。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,529,175 4,507,892

受取手形及び売掛金 2,244,465 1,987,052

商品及び製品 409,418 473,530

仕掛品 19,142 30,068

原材料及び貯蔵品 296,119 284,645

関係会社短期貸付金 7,000,000 7,000,000

その他 151,430 133,953

貸倒引当金 △9,267 △9,023

流動資産合計 14,640,484 14,408,119

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 2,385,779 2,348,938

機械及び装置（純額） 1,534,814 1,455,554

その他（純額） 1,015,390 1,035,269

有形固定資産合計 4,935,983 4,839,762

無形固定資産 15,590 14,269

投資その他の資産

その他 1,371,908 1,372,696

貸倒引当金 △1,067 △1,067

投資その他の資産合計 1,370,841 1,371,628

固定資産合計 6,322,414 6,225,660

資産合計 20,962,899 20,633,780

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,574,443 1,307,575

未払法人税等 315,000 168,000

賞与引当金 165,006 64,754

役員賞与引当金 11,040 5,667

その他 426,183 491,499

流動負債合計 2,491,673 2,037,497

固定負債

退職給付引当金 572,017 577,866

役員退職慰労引当金 42,260 44,285

固定負債合計 614,277 622,151

負債合計 3,105,950 2,659,648
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,160,655 1,160,655

資本剰余金 1,160,652 1,160,652

利益剰余金 15,529,191 15,644,732

自己株式 △64,507 △64,605

株主資本合計 17,785,991 17,901,435

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 70,957 72,696

評価・換算差額等合計 70,957 72,696

純資産合計 17,856,948 17,974,131

負債純資産合計 20,962,899 20,633,780
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 5,547,721 5,802,294

売上原価 4,799,969 5,120,675

売上総利益 747,752 681,618

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 67,070 70,252

貸倒引当金繰入額 1,914 －

賞与引当金繰入額 7,559 8,564

役員賞与引当金繰入額 1,087 5,667

退職給付費用 5,256 6,305

役員退職慰労引当金繰入額 1,650 2,025

その他 137,093 138,393

販売費及び一般管理費合計 221,631 231,207

営業利益 526,120 450,410

営業外収益

受取利息 11,190 10,163

受取配当金 22,066 23,807

雑収入 8,544 6,157

営業外収益合計 41,801 40,128

営業外費用

賃貸費用 2,671 2,416

雑支出 582 179

営業外費用合計 3,254 2,595

経常利益 564,667 487,943

特別損失

固定資産除売却損 1,018 912

特別損失合計 1,018 912

税引前四半期純利益 563,649 487,030

法人税、住民税及び事業税 132,175 163,945

法人税等調整額 87,420 31,899

法人税等合計 219,595 195,845

四半期純利益 344,054 291,185
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第１四半期累計期間

(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

当第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤
謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に
関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期累計期間に係る四半

期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期間に係る減価償却費（無形

固定資産に係る償却費を含む）は、次のとおりであります。

前第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

減価償却費　　　　　　　　　　　 　　 153,680千円 減価償却費　　　　　　　　　　　 　　 145,897千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日
定時株主総会

普通株式 219,565 25.00平成22年３月31日 平成22年６月25日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第１四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日
定時株主総会

普通株式 175,644 20.00平成23年３月31日 平成23年６月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度末と比較して著しい変動がありま

せん。

　

(有価証券関係)

金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度末と比較して著しい変動がありま

せん。

　

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

当第１四半期累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

利益基準及び利益剰余金基準等からみて重要性の乏しい関連会社であるため、記載を省略しており

ます。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

その他 合計
液体調味食
品

粉粒体食品 チルド食品 即席麺 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 947,1031,201,0341,040,6481,682,3924,871,179676,5415,547,721

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － － － － －

計 947,1031,201,0341,040,6481,682,3924,871,179676,5415,547,721

セグメント利益 125,818120,841175,65794,121516,4389,682526,120

(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商品（冷凍魚ほか）及び倉庫収入

事業を含んでおります。

２　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ  当第１四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

その他 合計
液体調味食
品

粉粒体食品 チルド食品 即席麺 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 734,6461,324,728955,0591,981,3144,995,749806,5445,802,294

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － － － － －

計 734,6461,324,728955,0591,981,3144,995,749806,5445,802,294

セグメント利益 75,406103,498111,537150,949441,3929,018450,410

(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商品（冷凍魚ほか）及び倉庫収入

事業を含んでおります。

２　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

　

項目
前第１四半期累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

　　１株当たり四半期純利益金額 39円17銭 33円16銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益(千円) 344,054 291,185

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 344,054 291,185

    普通株式の期中平均株式数(株) 8,782,602 8,782,196

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月11日

ユタカフーズ株式会社

取締役会  御中

名古屋監査法人

　

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　今　　井　　清　　博　　㊞

　

業務執行社員 　 公認会計士　　山　　本　　真 由 美　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているユタ

カフーズ株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第72期事業年度の第１四半期会計期間

(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成23年４月１日から平成23年６

月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

　

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期

財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に

対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において

一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手

続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ユタカフーズ株式会社の平成23年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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